
陸上競技

サッカー

ボクシング

バスケットボール

レスリング

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

男女のハンマー投げに有力選手が揃った。そのなかでも、成年女子の知念春乃選手は九州選手権優勝や日本選手権入賞を筆頭に高い実績を誇る。国体
でも、上位入賞の期待がもてる。また、少年A女子の本村夏鈴選手も今年度ランキング４位につけており、優勝が狙える位置にいる。成年男子の知念
雄選手は連続出場や日本選手権入賞の実績があり国体入賞に期待がもてる。スプリント勢では、今シーズン上り調子の与那国塁選手（成年男子
100m）や木村淳選手（成年４００ｍ）に入賞の期待がかかる。両選手とも、ユニバーシアード日本代表に選出されており、高いパフォーマンスに期
待したい。跳躍勢では、少年男子走り高跳びの前三盛敦貴選手がインターハイの混成競技で入賞経験も積んでおり、高い跳躍力と可能性に期待した
い。さらに、男子の４×１００ｍRも実力のあるメンバーが揃っており、上位入賞の可能性が高い。

三鷹市大沢総合グランド 日程競技会場・日程 会場

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

4年ぶりに成年男子、少年男子と両種目での出場になる。　成年男子は、九州ブロック大会優勝のライトウエルター級金城大明とフライ級東江勇太、
昨年の本国体で５位入賞したジュリアン・ジョンソンを中心に上位進出を目指す。少年男子は、全国高校総体バンタム級３位の上原大尊が初の全国大
会優勝に挑む。全国高校総体ライトフライ級５位川満俊樹、九州ブロック大会で全国３位の選手と互角の内容であったライト級仲里周磨も上位を狙
う。選手１０名中３名は宮古島出身であり、アララガマ魂で沖縄選手団を引っ張る。

10／４～８

選手団コメント（本大会）

競技会場・日程 会場 味の素スタジアム 日程

会場 日程

9月29日（日）　10：00キック

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

初戦の相手は、ここ数年非常に力をつけている高知県となった。社会人、大学生の混成チームという情報だが、臆することなく戦いたい。九州ブロッ
ク同様に、チーム一丸となれば上位進出も可能と思われるため、まずは初戦突破に集中し大会に臨みたい。

競技会場・日程 会場 日野市市民の森ふれあいホール 日程 10月4日～8日

１０月3,4,5,6日東京文京スポーツセンター

競技会場・日程 会場 立川市泉市民体育館 日程 10/4(金)～10/7(月)

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

久しぶりに九州ブロックを突破しての本国体出場である。
今年のチームは、去年から国体選手として経験を積んできた選手を中心に選手個々の能力が高く、特に神里和を中心としたバックコート陣には力があ
り、どのチームと比較しても対抗できる力を持っている。
得意のアウトサイド攻撃に加え、リバウンド勝負で泥臭く粘ることができれば本国体優勝も見えてくる。
とても楽しみなチームである。

競技会場・日程

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

昨年まで少年の部で敵なしだった。与那覇竜太（専修大）屋比久翔平（日本体育大学）が成年でどこまで通用するか？志喜屋正明（国士舘）も学生選
手権で３位に入賞し力をつけてきている。
少年も全国高校生グレコローマンスタイル選手権で3位入賞した新垣忠勝（浦添工業）も優勝する力がある。
　名前をあげてない他の代表選手全員に入賞する力があり、成年・少年、一致団結して一つでも多くの入賞を勝ちとれるように頑張ります。



ウエイトリフティング

ハンドボール成年男子

卓球

相撲

柔道

競技会場・日程 会場 くにたち市民総合体育館 日程 10月3日～7日

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

・個人の活躍すると思いますが、団体2連覇がかかる大会です。

競技会場・日程 会場 墨田区総合体育館 日程 １０月３日～

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

６年ぶりの本国体へ出場。琉球コラソンを主体に県内クラブチームより１名、早稲田大学より２名を補強し混成チーム。琉球コラソンから９名が中心
となり、攻撃の軸となる村山選手、ディフェンスの鑰となる内山選手、守護神石田選手の活躍が期待される。又、早稲田大学の学生４年山田選手（左
利き）、東江選手の得点力のある選手が入り上位をねらう。今回、琉球コラソンの中心選手（東長濱秀作選手）が怪我で外れ、クラブチームよりベテ
ランの浅野選手を補強し、チームのムードメーカーとして期待する。

競技会場・日程 会場 東京（府中市） 日程 9月29日～10月3日

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

・少年男子は、H25年度県大会の3大会連続3冠の中村廉（普天間高校2年）を中心にベスト16入りを目指す。大分明豊中より今年普天間高校に入学
した比嘉秀充（普天間高校１）も全中ベスト16の実績を生かしてポイントを取りたいところ。中3で代表入りした喜納漢裕（沖縄東中３）も実力を挙
げてきた。

・九州ブロック大会、23年ぶりの3位、10年ぶりに予選を突破した成年女子はここ数年では戦力が高いと思われる。狩俣道乃（エレドック沖縄）と狩
俣道世（沖縄国際大１）の姉妹は県外名門中・高で実力を磨き実績もある。県外の大学でもまれてきた仲宗根菜月（愛知工業大３）も実力をつけてき
た。予選リーグを突破してベスト４入りを目指したい。

競技会場・日程 会場 都立大島高等学校体育館 日程 ９/２９～１０/１

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

少年は１・２年生主体のチームだが波に乗ればベスト８以上も可能である。成年は今年西日本学生体重別選手権大会無差別級で優勝した和宇慶一騎が
加わり
上位進出が期待できる。毎週末少年と成年ともに強化練習を行っている。

競技会場・日程 会場 東京武道館 日程 10月６・７日

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

昨年は、5位入賞、今年は先鋒を強化し3位入賞を目指す。



弓道

剣道

空手道

なぎなた

ボウリング成年男子

競技会場・日程 会場 小金井公園弓道場 日程 9月29日（近的、遠的）～10月２日

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

遠的、近的共に予選通過

競技会場・日程 会場 足立区　東京武道館 日程 9/29（日）～10/1（火）

日程 9月29・30日

今大会は、先鋒・次鋒・中堅の警察官３名、副将：教員、大将：一般のチーム編成で、警察官を中心とした編成となっている。若手警察官の勢いを継
いで試合巧者の副将、大将へと流れを持っていく試合を期待したい。
特に、先鋒の嘉陽、次鋒の上江洌は県警の特錬選手で活躍を大いに期待したい。

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

競技会場・日程 会場 日野市体育館

日程

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

成年・少年ともに、今年度は演技競技に期待したい。成年は、九州大会優勝、少年は全国総体準優勝ペアが、国体の舞台で、今持っている力よりもワ
ンランク上の演技をすることを目指し、稽古をかさねている。団体試合は、成年は2回戦の大阪府との試合、少年もまた2回戦で、全国総体団体試合優
勝の香川県との試合が大きなポイントとなる。チーム沖縄として、上位入賞目指し、成年・少年ともに意見を出し合い、力を合わせ頑張ります。

競技会場・日程 会場 港区スポーツセンター 日程 ９／２９～１０／１

9月28日～10月3日

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

第４９回全九州選手権大会に、九州ブロック大会強化練習の一環として、成年男子国体選手が出場し、見事に５人チーム戦で３連覇しました。また、
昨年は浜比嘉忠選手が九州制覇し、大城安史選手が８９７点（ＪＢＣ日本新記録）、ハイゲーム３００点も達成しています。また、第５０回西日本選
手権大会でも国体選手２名が出場し、４人チーム戦第４位の成績を収め、個人決定戦では、村濱裕紀選手が第５位入賞しました。下地健太選手も強化
練習で好調であり、県内大会では、入賞するなど好成績を挙げていますので、戦力的最高のメンバーです。
村濱裕紀選手は、今月札幌で行なわれた第４９回ＡＭＦワールドカップ全国決勝大会日本代表決定戦でも、準優勝しており全国でもトップの実力を発
揮できる選手です。チーム沖縄として、平成２５年度国民体育大会天皇杯得点に貢献できるような戦力のチームです。

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

空手道は、本県のお家芸の競技である。その中でも喜友名諒選手は平成23年・24年度に全日本空手道選手権大会男子個人形で優勝し2連覇中である。
現在、ナショナルチーム(日本代表選手）として世界大会に参加し上位の成績を残している。国内大会では、九州・学生・全日本のタイトルを持ってい
る。国体のタイトルだけ取れていない。今大会は、精神的にも技術的にも充実し優勝を狙える位置にいる。また、組手勢は、ベテラン（国吉真太郎）
を中心に若手のチームワークがあり九州選手権大会の団体組手準優勝と、どの選手も上位を狙えるメンバーを揃えている。

競技会場・日程 会場 東大和グランドボウル



ボウリング少年男子

ゴルフ

ボート

水泳

登川は、昨年地元開催の九州ブロック大会で本国体出場権を獲得できず、非常に悔しい思いをしました。昨年のブロック大会以降は、県内大会はもち
ろん、県外への試合へも積極的に行き、実力を伸ばしてきております。選考会でも２位の選手を大きく引き離し２年連続の代表となると、ブロック２
週間前から調子をあげ、九州ブロック大会では、個人戦を優勝し、代表権獲得の大きな原動力となりました。ブロック以降も好調を維持しており、８
月に行われた全沖縄新人選手権では、２位を大きく引き離し優勝するなど国体へ向けての調整もしっかりと進んでいます。一般と比べても回転とス
ピードが非常に良く本国体での活躍も期待できると考えております。

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・競
技

伊敷竜治、内山和昭、藤  愛海、田中瑞穂の個人種目決勝進出を目標とし、上位入賞により多くの得点を目標にしている。今回は、団体種目のメド
レーリレーでも決勝進出を狙い、得点する事も、目標としています。
昨年は、参加選手全員が、ベスト記録を出し、田中、伊敷の2人が決勝に進出し得点したので、それを上回れるようにする。

競技会場・日程 会場 東京 辰巳国際水泳場 日程 9月13日～15日

会場 八王子市 日程

競技会場・日程

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

　　　※見どころ　など

会場 荒川（平井運動公園周辺流域）

コメント（300～600字程

度）
　※選手団のPR

　　　  ※有望な選手・
競技

成年女子シングルスカルに出場する新里杏菜（コザ高卒）は、大学へ進学してから、頭角をあらわしてきている。今年度は、本県初のU23ユニバーシ
アード日本代表にも選出されている。平成９年の国体以来、入賞種目がないので、新里の頑張りに期待したい。昨年は、参加選手全員が、ベスト記録
を出し、田中、伊敷の2人が決勝に進出し得点したので、それを上回れるようにする。

競技会場・日程

競技会場・日程 会場 東大和グランドボウル 日程

日程

少年男子、昨年の岐阜国体は団体５位に甘んじたが今年は、昨年の選手比嘉一貴・玉城海伍が残り今年、宜野座高校の玉城元気が加わった。玉城元気
も九州ジュニアで優勝があり、チームに大きく貢献できる。女子は、新垣比菜は中学３年生今年から国体出場の年齢に達した。伊波杏莉は４回目の出
場となる。システディーなゴルフの持ち主。翁長由佳は、小柄ながらドライバー飛距離の安定感は抜群である。成年男子は、伊差川紘治が今年からＱ
Ｔプロテストに挑戦している。昨年の岐阜国体は個人１０位の成績であった。今年は一段と技術を磨き上位を狙える。ベテランの仲村達也がチームを
まとめ伊波宏隆に期待。※沖縄県のジュニアゴルフは父親が指導者であり、全国で通用する選手が育っている。

９月２８日～１０月３日

９／１１～１５

９月２９日～１０月１日


